
イン功メロンョン

平成25年 10月

◆農産加工で女性の「やる気Jを応据 ～起革に向けた農産力o王講習会の開催～

◆酪崖経営を通じた地域貢献 ～敦吉の場として注目される酪震数百フアーム～

◆家富ふん堆肥の品質向上のために ～品質を数値で判断～

◆ヤマユリ(ユリネ)の安定生産をめざして ～八王子市の栽増事例から―

◆都内におけるトマトの樽栽培の現状

◆チャレンジ農業支援センター開設 ～新しい農業経営にチャレツジしてみませんか～

◆―ロメモ:イベントで世日合ジドウをPR

◆―ロメモ!「みすほ育ちのシクラメンJをブラント化

◆お・Dらせ

◆ 東 京 都 産 業 労 働 局



∞ 個8

書内で よ快盲加工品の現地 砿 充をB的 に起

業をH指す女1士悦業古"i増えていますt

女性性オ者による性と物の製造 販 売は 模

亡4″の高1↓加価値化による所↑1向上のふならず

世業rt甘に和打的に参画しようという J欲 卜1

上にうなすります

東京朴は 平 成23年rrに「性☆ 「!||におけ

る現女共同を“|「辻に対する1常標 は 摩Jを 作

成し 女 性起業家 ″ ループの市成を支権 して

t 言ヽ|

=ltをとけて 普 及センターでは 女 性性共

者を対■として平Ⅲ,21年度"ら 出産in工連TL討

習会を開‖しており そ の取HIl,ついて純介し

ますt

連続議習会の開催

平成21年性は 性 とll工品の製造 阻 売に州

する基碓打J討の甘‖を]的 とした連札競習会を

冊促しました (表1 写 卓)

ま 1 平 成24年度運命誘習会の内な

3同 の討J会 に進ThLしてをサ1できることを前

■とし tJ内 の女性世共者にな加を「,小か すた

ところ 杓 30名の応■イiありiし た.tptに甘業

「l可を,【得L】【荏llFT品',Pr進 阪 売に十子し

ている,lt者 もいたため を ■古同士の情報交

換も活発に行わ'■ました こ の辿品講甘会で

快htllD工への音欲は■に高ま' 4L習 会の推札

`要 平ど十してい」→

第 1回 1食 品爺生の■韮 如討

奮奉 包 去資材について

犠力的なラベル ボ ッイ |り

先進地帽察 (千葉県女性農業者)

第 2回

草=回

第4回

窮 5回   者 1内加工品の紹介

ラ後の支援について

女性洪尭者からは た 術 Ft習会ヽへの各〕の

権会わi少ないという声うiよく開かれます ま た

参加者に行ったアンケー トでは 黒 ttの巧定や

挫共の安全使用+に ついての講甘会 交 れ会M

世+へ の要望が数多く布せられました.

今後は 模 亡llD工はもとより 栽 岩技術に関

するi↓習会 ま た充庇会等を積析的にJEめ 女

性Jを業者のやる'モを1古怯していさます.

農産カロエで
女性の「やる気」を応援
～起業に向けた農産力D工議習会の開催～

写真 食 品技術センターでの講習会

今年の活動

平成24年度の要
Fj■を附また 25イF竺 = よ

,生 Fi的な知識の‖‖を含めた1回 の述抗討習

会を開|1中 ●す (=2)、

豪2 平 成25年度連続誘習会の内容

京理実営 (梨の加I品 検討)

先進lt械察 (八王子市女性模業者)

東京都食品技術セン'― 見学

詞理実習 (野半の茂漬け)



附 悦敦す77~よ (以下4育 7ャ ーム)Jと

は 敵 性を通して 心 の教お い のちの教市

ttの教育を立授する作ち々型の4イj・てす 20011:

から 評 証制rr打i交足し 安 全と+や 術■基■

を‖tたしている性坊を 1を社田よア、Ⅲ央酷性会

社 (以下中央許撲会[RⅢ打!評証しています ■

在|」附 世教市ファー2,ァ ラリテーターJと

ぃぅ“杵ぅモてき そ の性格〕に得した人打t及市

7,一 ムの逆宮や生他に14わることも詔記Lの条

十卜にⅢⅢかりました

と目される教育ファーム

今 自 然や■ =物 とおれあうに会が立少した

ことにより 命 の中とを作敷として生はしてい

なヽ子供たちうi坤えていると言わfrています

また 食 古を|1読として牛本る場も求めら4Lて

います そ うした作ぢ々力iできるluとして敦市フ

ァームを,tr用する|1化|ヤF■坦えてい=す サ=

た 教 育ラィーム まJし上‖t民の席悦に対する辺H

IIIttH二のサ)に もな■ています 1与■ 1 lt

■及tン ターも 教 青7,一 ムの収祖を〕|すL

しており 町■「性 ま3普 及tン ,一合Ⅲて J

「[取千1に向けての話J安 =lt他し言したj

～教育の場として注目される酪農教育ファーム～

十 付 li比キを受け付けていて ,(気のユい

は夕くの区民【『わつています

また と年 lJ大 規‖な路性件ど1全を撫れて

'|十'こウくt[ャて, まヽⅢ 今と「1よ 5月 19卜 =イ子オつ

れ ,5名 ものは本があウ対江で世ば,■た1∞名

の純子がケ"Jしましたj教育閉係者や酪性門好

ヤなをから多くのポランテイアちを加L 」 京ヽ

またと,力 して生比しました十写真2)ちチ加者

よ4ケルー'1こかかれ ■ や酷性のと礎知試を

半習したうたで 特,Lやブラツシンタを紀十て‖t

販 L=し た。参加十のは想を】‖くと 批子ともに

女末物や命にIjして`え わi洋ま,た ようでした

∞ 個租

酪農経営を通じた地域貢献

写東2 熱 心に説明を聞くす加者

市民と酪震の交流を促す2つ の制度

款市,,一 ■の忍:「は 詔 証要件か粧しい代

わけに 教 育,イ ームを究七するためのいろい

ろな支核をⅢ央酷Jと会:A■力ら呈けられますt

もうひとつ 「門占性オー テン,7-■ |という

登録制硬t)あります lL皮交流を行う牧坊なち

登録て=す 緑4 な々のrRを 中央酪健会社がW●b

l' イ トて“予li= |サ

2つ のilrfの仔R‖については 中央胎挫会議

のホームヘージ“I[。■ ■■ヽdairy co有pナeaFI■)

をごらたくださいぅ

教育,テ ームや飾挫オーブン7十 一ムに取り

■みたい方は ヽ 気十Eに 普及センターまでご桐

i資(rき ti

0東 1 は しめての搾駒オ壊

小泉牧場の取組

押馬Eの 小Ⅲ牧場は21FI句叫一の陥快家 こすサ

欺市フェームの訟.rは十成15!rわらモけていま



家畜ふん堆肥の
品質向上のために
～品質を数値で判断～

ました。1剣Iは 管内古産農家の生産した牛 妹

鶏の堆肥で合p120点でした (表)。午ふんlt肥

の9検 作は い ずれも醸素消費量0-3で あり

全体的によく腐熟していました。豚さん牲肥の

8校 体は醸素消費量 1-・ 4と結果がばらつき

十数以上の検体で属邦が不十分でした。雑積期

間の短いものや材肥台面積力tlr立ヽなど処理過社

に課題がある堆肥は 幡 共が不十分である傾向

が見られました。発酵鶏ふん堆肥の3検 体は

いずれも完熟していました。

rr拠が不十分な姓肥の生産者には 堆 肥製造

前の水分調整や推煮期間のと長を指導 しました。

さらに こ れらの改善が困難な生産者には 施

肥販売時に 地 積してから使用するよう耕種農

家へのと章喚起をするよう指導 しました。

推肥の各度数値化は初めてのまみでしたが

畜産農家の関心は高く 「熟度をアビ
ールし 販

売促進につなげたいJと いうすが聞かれました。

豪 西 多俸4g内で生産された判犯の雄 測定結果

古産農宗が生産した推肥を出荷する場合 推

肥の拠度は に おいや形状などから桂験的に判

断すること力■iとんどでした。そのため 購 入

した申,種提家に磁熟が不十分な性肥が校つてし

まう事例もありました。

そこで 普 及セツターでは 督 内首産燿家が

生産する家畜ふん推肥について 雅 肥糸度判定

機 「ヨンポテスタ
ー」を使って堆肥の品質を数

値化しました。

コンポテスターの原理

家畜ふんの中に含まれる易分解性有機ltは好

気性徹生物によって分解きれます。その呼吸過

程で蔑秦が消費されていきます。ヨンポテスタ

ーは雑肥lgあ たりのl■k生物の酸索料空置(′g

/E/min)を 測定し 堆 肥の熱度を‖1定する

装置です (写真)堆 肥の幡然が進むと易分解性

有捜物が減少し こ れに伴い離差消費量も減少

します。破素消費豊が多いなど情熱が不十分な

牲肥ということになります。

この装置の基準では 1分 間に牲肥lgあ た

り4″を以上の醸宗が消費されると薦熟が不十

分な堆肥ということになり 3″ g以下は完熟

推肥のS安 としています。

完勲

(0～3)章
未 熟

(4～141苺95-24)と

計

午ふん堆肥

豚ぶんtE肥

発酵鶏ふん

写真 コ ンホテスター

測定婚果

問埜は平成24年7月 から,2月に力■ナて実施し

米堆肥の醸素消費量 (″gた/mn)

今後のう言用

今回のコンポテスタ
ーによる熟度判定により

管内畜産農家が生産している堆肥の外度を把握

することができました。ただ 完 熱と判断され

ても 作 物の発茅障害 生 す障害がないことを

保証するものではなく 今 回得られた数値の数

いにはと音が必要です。

普及センターでは ヨ ンポテスタ
ーの測定数

値を活用し 堆 肥の品質向上を目IBします。そ

して耕種燿家への販売促進を支援していきます。



∽ 宿品

食用ユ リのひとつてもあるヤヤユサの北根

十ユリネ)は 和llの高級食材として ま た ま

業で香 り高い花は観賞用として期待されます.

しかし人王子市内では営利栽岩はほとんど行わ

れていません ヤ マユリは中に問地での魅力あ

る技七品日であることから ■ 及センターでは

生音の定帯に向け球根増弛や教岩の検討を行つ

ています。

ヤマユリの特撒と繁殖

ヤマエリ (写真 1)は 半日陰で両日のあたら

ない場所を好みます l■子率殖もできます"1

岡花までの生す期間を1年短縮できるため 鱗

片押しでの増殖を仙めています。

八王子での鱗片挿しによる哉増検討

鱗片挿 しの時期 1迪判は 9～ 11月です.今 回

は 球 猥肥大が終了した10月中旬 洪 家所有の

林地からR生 株を堀り上 す 球 根を採取しまし

た

使用する携片 ‐■及センターては 鱗 片の子球

生産能力を年■別に問■ しました そ の粘呆

2年 生 (If棋す卜側から2周 日)の 叢片は十球の

着生数が最も夕く 増 埴に適していることがわ

かりました (表)ち

闘片 `3年 程度て枯れる

ヤマユリ(ユリネ)の
安定生産をめざして
～八王子市の栽培事例から～

豪 臨 片の子球形成数

麟片の齢 (年生)X

予球形成数 (1片 当り)

X,卜制か,3 2 1年 生

鱗片簿しの方法 |ホ玉上をi体 に 川 砂 バ
ー

キヽョライトを混合した青は床に5～ 6 tm間隔

の構をつけ 蟻 片の3分 の2が 鯖れる深きに格

間約 5 cnで挿 しました (写真 2)It水 後 乾

換を防ぐためミズゴケ ,ラ 等で材技しましたっ

育百章理 :冬に凍桔しをい場所に置き 1～ 2

年目は子IJ着生 肥 大 葉 の民岡を進めました。

定植 :1年 十後の4月  地 上=が 20～ 卸cm社

E仲 長した首を株問抑●m 深 吉10-15mで 林

問地Fl面に定tとしました。現在生育中です

着雷 :早い株で獣片)'しから3年 目に着替しま

す FFttЛじ大を促進どせるため書は舶隣します。

収種 ,ユ リネとして販売可能な大きさになるの

は 幾 片挿し後5年 ]以 lTです

販売ルー ト門拓への取組

普及センターの性案で llt宗うt所有する自生

Flの球根を真高P_の売はには1荷し 登 山客向け

に国芸用として販売する試みを昨年から始めた

ところ 町 調な売″■ゆきとなりました

普及センクーでは今後もキヤユリの安定生産

への支援を通し と 地づくりを進めていさます

写真2 左 :醸片持し直後 右 :3カ 月後のl‐■と子球

写真 1 左 :ヤマユリの花 右 i球根



都内の トマ トは作付面積断ha(平 成23年度)

農業算出練は第 1位 で 者にを代表する野菜の 1

つですぅまた 都 の事業によつて施設が導入き

れ 社 培が増加しているh日 でもあります.近

年 稗 教者を導入する撲家が靖えています。こ

こでは 都 内でのトマ トの樽穀培の現状と課題

について述べてみます。

樽競増とは?

直径およそ5∝m 高 さがおよそ3碇mの発泡ス

チロール製の円形の穂に ヽ 地として激椛状ヤ

ン設を人れて 専 HIの肥幼訓飾型肥料または液

肥で段培するシステムです (写真)。基本的には

1樽 4本 植えで 中 央に肥t4カすがあり 散 九

して肥料を清かし 救 岩するものです。低温切

ではを地温の上昇をはかるため 幣 の上に置明

なドームを弦せ 保 温します。

利点としては O土 壊消毒や上づくリカI不要

で 連 作が可能.0海 水や施肥のヨント,一 ル

が可能であるなどです。

都内の導入 就 増状況

都内の稗システム導入戸数は25戸で こ の内

部の事業で暮入されたのは14戸 およそ47aですち

符システムの導入が多い地域として =障 市6

声 同 分寺市5戸  日 野市4戸 あ きる野市4

戸があげられます。

作型は9月定植の促成栽者や 1月 定植の

半lFL杖"1温執培が多く行われています。鼠llは

大二では「アニモT112魔 夏 けんか409 CF

tlL大郎ファイト CF枕 太郎なるか 桃 太郎 JJ
など多岐にわたります。中玉では「フルティカJ

が多く ミ こでは 「アイコ」などです

現4Tの教者状況としては 順 調に栽培がされ

ている膜家も多いです,(信 果題をかかえている

農家もいます。

樽栽増の課題

1絡 液管理

生育が不良であったりや尻腐れ果の発生材`多
いなどの定状がみられる場合があり言す。日形

肥料のお出産力温 度によつて影響するため 気

温が低いと袴出が少なく 高 くなると樽の時水

層のECが 高くなり問題とと,ます。現在では固

形肥t4を用いず 滋 肥のみの管理で生育が安定

した爆家もみられます。■r水層のECを 測定し

高くならないように管理すること,1責要です。

2品 種

諄栽培では多くの大工品種が栽培されていま

す。一方 大 I品 種ては低段位の収主が少なく

尻腐れ業の発生が多かつたり 温 度が高くなる

と倫IVの管理が難しいなど課題もあり 中 五品

極を栽培している炭家もあります.樺 栽培に向

く大玉品笹の遊たが求められています。

以上 トマトの幣栽者について述べてみました。
一部の恐超については現在 農 林結合研究セン

ターで試験を実施しています 今後も関係機関と

と推して安定生産技術の機討を行っていきます。

写真 ト マト縛載培の状況



今回 者‖民の価値観やライラスタイルが多様

化する中て 大 都市東京に立地する東京陛業は

消費者■―ズを素早くjlVり人れた経営展開や商

工 擬 光業との逆勢により発展する可青E性を秘

めてャヽヽま|■

そこで ll京者Fでは P_業 者の創意工夫やチi

レンジ枯神の発lbをサポー トして 号F市のに位

性を品かした模業祈瞥の実現を図るため (公

財)東 京都農林木産振興財団 (以下 財 厨)に

平成あ年 4月 1日うち 「チャレンジ模業支援セ

ンクーJ(以 下 支援tン ター)を FTH設しました。

支援センターを活用して み なさんのアイデア

を活かし 東 京ならではの新しい模業経営にチ

iレ ンジしてみてはいかがですか

支援の内容について

現在の農崇粘_‐を見として 新 しい揺甘に取

り組んでみようかな一と考えているみなさん

些細なことでも海いませんので せ ひ支撲セン

ターにご相談くださいちそれが大きな社せFr快

の第一歩となるかもしれません。支援センター

では 次 の支援を行います.

。相 設

模崇lE営の改善や新しい補営への挑度など

ネなさんが考えていることにP4して 支 lEセン

ターにお起 しいただくかスタッフが直輸 問し

てお話しを何います。スタツフがその実現に向

けてFtf題を乾理し 解 決方法を採つていきます

0専 門家の FV g

スタッフとの相註で明らかとなつた課題を解

決するために み なさんのもとに適切な車門家

を派泄して 直 接アドン`イスを行います。専門

家にはスタツクが同行致しますので 安 心して

アド′ヽイスを受 すること力|できます 得 英).

専門家のアド日イスにより み などんの農業

fE営の改晋や新しいTI瞥の実現に向けた具体的

な計迪づく)を 応援します.

。地域相談会や議演会の開催

支援センターでは み なさん力'相談しやすい

よう 告 地技に出向いて地域相談会も間||しま

す.ま た す でに創志工大により新しい農業社

瞥を実現した虐学者や多様な部門の申門業など

を講師に拙いて 諦 濃会を開位 します.せ ひ

みなさんの今後の社営の参考として下さい。

対象となる方は

農業推普を発展させたいと考えている東京都

内の全ての提業者 (法人も含む)や グループ

団体等が対気です ま た こ れから就建を予定

しているた継者等も対象です

こんr4時に利用できます

お申し込み お 問い合わせについて

支援センターの相談窓日 (財団 撲業振興課内

電話042-5243191 直 通)こご理格いただくか

各挫☆改止普及センターにご相談下さい.

写真 専 門家による指導風景

。販路拡大について 指 導してほしい

0自 家野豪を加工して売るには   ?

0袋 やシールをデザインしてアピールした

い

0地 域晴自う農産物をブランド化して グ

ループで生産や販売を拡大したしヽ |



イベントで世口谷ブドゥ空PR

世用谷ブトウ研究会では 14戸の会員が 「も

ぎとり同」を開園しており 都 会の中でブト'

持りが楽しめる貴重な場として人気を集めてい

ます。

もまとり国では 「デジタルブチトコンテストJ

や「親子ジャム作り体験教室Jなどのイベント

を企画し PR活 動も積極的に行つていますも

フォトコンテストは 来 田者自身力iアジタル

カメラで撮影したブトウ続り風景を応募しても

らう企画で 人 選作品!まもぎとり国の紹介本ン

フレット等にも活用されています。

また プ トウのジャム作り教室は 来 関者の

「みすほ奮ちのシクラメン」をブランド化

瑞和町を通る岩蔵街道は 「シクラメン街道J

の安rFで呼ばれ シ クラメン載培ハウスでは

11月上旬から色鮮やかなンクラメンの直売が行

なわれます

8戸 の農家が生産するシクラメンは 「み|■エ

育ちのシクラメンJと して町の優れた加工品や

農産物を忌定する「みずにブラントJこ 詔定さ

れています.ポ スター の はり族やロゴ入 りの

贈答箱を作成し ブ ラント化を図っています。

販売開始に先立ち JR箱根,時 駅構内では 農

家B性 のシクラメンの展示やミニラクラメンの

無料配布を行い 販売PR活 動を実施しています。

また シ クラメン街道沿いの農家では 毎 年

「寄せ1ビえ教主Jを 開催 していますちンクラメ

ンや花類出を使用した鉢植えを最察し消費の拡

大を図っています。
亨ド●fttt■tr
― ― D

襲鑽議

中から抽選で

世ばれた十数

組の親子が

会Rの 指導に

より生食用の

高級ブドウを

使つたジヤム

作りの体敗と

とも(こ 他 で

は買うことの

できない貴重

なシャムが食
べられると好

評ですぅ

◆(◆ )◆●◆Ⅲ◆◆◆(◆ )◆(◆ )◆( ◆ヽ(,◆/ ◆`●●●◆●◆←◆ ◆`(◆

0 1 0月 19日(土)「東京藤林水窪,Iア (立力会場)j

1000～1500会 場 1東京都理林水産振壊財団立"庁 合0日樫葉試験場)

010月 26日(土)「東京産林メ産フェア(着梅会場)j「第32回東京都乳キIt進会j

930～ 1500 会 場 :東京都撰林水産振興財E幡 梅庁300雷 産試験場)

011月 28(主 )-3日 (8)「第42回東京都理葉祭J 会場 1明治神自宝物殿前

●◆ ◆ |◆ !◆ヽ◆|●●◆/◆●●(◆ )◆(◆ ,◆( ◆` ,◆●●●◆●◆●◆イ

●表祈写真 i生産者の′ヽウスで 好みのシクラメンを選ふ消費者Ⅲl月中旬)

,◆ ◆ヽ●●A◆

― ―
―

◆お間い合わせは下記まで

理葉振興事揃所中央速蓑改良普及セツター      80424659892

凄叢振興事勅所中央P_業改良普及センター豪部分室  00036785905

撰業振興事4PF中 央塵葉餃侵書及センター西部分室  00333119950

醒葉振興事務所菌う摩醸業敵良普及センター    a0428312374

旗業娠輿事務所南争摩霞禁破良普及センター    00420745971

凄華娠襲事務所娠輿訳               を 0425435053

稼錯穐キ言∬IHtti
規凍 発行 東,都 選票振興鞠 所振震辞

コ |1市鏡町OⅢ ● 1ヽ

こ 042-,40-0050

Fヽ942-049半 971

印 円サ  エ 合拓れた人 東京"二 ―

な 042-094Ⅲ 110
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